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2 実験材料と方法  
2．1酵素反応基質組成   
精製大豆レシチン（ツルーレシチン社製、SLP－PIパウダー）、塩化カルシウム水溶液  
（試薬特級 無水0．18g／5mL）、デオキシコール酸ナトリウム（生化学用試薬0．34g／50mL）、  
精製水、0．02N水酸化カリウム水溶液を用いた。   
精製大豆レシチン3gに精製水200mLを加え、室温で1時間撹拝した。この溶液に別途調  
製した塩化カルシウム水溶膀（試薬特級 無水0，18g／5mL）とデオキシコール酸ナトリウ  
ム（生化学用試薬0．34g／50mL）を加え、室温で30分後撹絆した。その後、水冷下で15分間、  
8000rpmでホモジナイズし酵素反応基質溶液とした。  
2．2 比較対照に用いた市販酵素   
リボモッド699L（ジェネンコア協和製）、Lys omax（ジェネンコア協和製）、  
Foodp r o PLA2（ダニスコ製）、PLA2（ナガセ製）、リソナーゼ（サンヨー  
ファイン製）を用いた。  
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ンパウダーを粗酵素試料とし、更なる精製を行なうまで、－20℃で保存した。   








20mM酢酸・酢酸ナトリウム緩衝液（pH 5．0）、10mM塩化カルシウム、4mM SDC、  
0．1％（w／v）PC）として、37℃で10分間酵素反応を行なった。0．1Mエチレンジアミン四  
酢酸ニナトリウム（EDTA）含む1Mトリス・塩酸緩衝液（pH8．0）0．2mlを加え、酵素反  
応を停止させた。次に、①コリンオキシダーゼ（COX，AIcaligenus sp．由来，500U，  
Sigma社製）の全量約48mgを400mMトリス・塩酸緩衝液（pH 8．0）20mlに溶解した  
COX溶液（25U／ml）、②パーオキシダーゼ（POX，西洋わさび由来，100U／mg，Wako  
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2．7 S D S－P AG E   
電気泳動装置はエクセルシュアロック ミニセル、ゲルは12％ビストリスグリシンゲル、  
緩衝液としてNuPAGE SDS ランニングバッファー（いずれもインビトロジェン社）  
を用いた。4種野菜の粗酵素をタンパク質換算で125〃gロードした。操作法はインビトロ  
ジェン社の推奨する方法に従った。泳動は200V定電圧で50分間行った。  















3．結  果  
3．1酵素活性の測定   
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図2 酵素力価検量線  
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反応時間   
図3 4種野菜粗酵素のアルカリ消費量  
表14種の野菜粗酵素の力価  
キャベツ  ナス  キュウリ  大根  PJA活性  2．08  4，12  5．56  3，28  PJD活性  3．53  0．09  1．35  2．62   
単位ニUN什／100mg  
表2 4種野菜粗酵素の蛋白含量と比活性  
蛋白含量（mg／g）   キャへツ  ナス  キュウリ  大根  蛋白会堂（mg／g）   田  949  406  田   比活性 （単位／蛋白100mg）    2．75  5．46  7．36  4．34     4．68  0．12  1．79  3．47   













分が低分子成分であった。   
市販のPLD（旭化成製）には46kDaに明確なバンドが認められ、高分子側、低分子側に  
タンパク質のバンドは認められなかった（データ省略）  
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図4 各種野菜と市販酵素の蛋白組成比較  
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図5 市販の酵素の活性比率  
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図8 各種酵素のリン脂質混合物に対する作用  
アミノ基  
PEホス7，チジルエタノール7ミン、PS・ホスフ7チジルt，リン、LPEリLJホス77チシルユタノTルア三ン  
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表3 各種野菜酵素の基質特異性と反応物  
基質特異性  反応物   
ナス   PEJ   PCJ   PIl   FA†   
大根   PEJ   PCJ   PIJ   PA†   
キュウリ  PE→   PCJ   P工→   PA†   
キャベツ  PEJ   PCJ   PI→   PA†FA†   








弱であると推定した。   
大根の粗酵素は、基質溶液中のPE，PC，PIを分解し、PAが生成することがわかった。大根  
中には、PE，PC，PIのすべてに作用するPLDが含まれていることがわかった。   
キュウリの粗酵素は、PCのみを分解し、PAが生成することがわかった。キャベツ中には、  
PCのみに作用するPLDが含まれていることがわかった。   
キャベツ粗酵素は、PEとPCを分解し、PAとFAを生成した。ホスファチジルコリン（LPC、  
LPEは生成しなかった。キャベツにはPEおよび／またはPCに作用するPLBとPLDが含まれ  
ていることがわかった。   
比較対照として用いたリボモッド699Lは、PEを分解してFAとLPEを生成することがわか  
った。すなわちリボモッド699LにはPEに特異的に作用するPLAが含まれていた。  
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菜由来であり、食品添加物でなく食品として利用できるので、安全性が高く、失括の必要が  
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